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火災防護対象ケーブルについては、IEEE383等垂直トレイ燃焼試験及びICEA垂

直燃焼試験を建設時の型式試験として実施することにより、ケーブルの延焼性及

び自己消火性を確認している。審査会合では、1)ケーブルは規格品であること、

2)延焼性及び自己消火性については型式試験にて確認していること、3)ケーブル

メーカー毎に延焼の熱的影響を受けやすい導体の小さなケーブルを事業者の立合

対象としていること、4)その他のケーブルについては、ケーブルメーカーが発行

するケーブル仕様書により適合性を確認していることを説明している。ICEA垂直

燃焼試験で自己消火性を確認していないケーブルについては、敷設されている既

設の余長ケーブルに対するUL試験を実施することで自己消火性を確認する。

IEEE383等垂直トレイ燃焼試験に係る成績書の一例を別紙１、ICEA垂直燃焼試験

に係る成績書の一例を別紙2、ケーブル仕様書の一例を別紙3に示す。 
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別紙１ 

 

IEEE383等垂直トレイ燃焼試験に係る成績書 
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別紙２ 

 

ICEA垂直燃焼試験に係る成績書 
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別紙 3 

 

ケーブル仕様書（FR-PH 型） 

 


